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物館の標本資料データベースはUTF-8を採用してい
る。現時点で国文学研究資料館のZ39.50サーバは
UTF-8に対応していないため､サーバ間の相互接続は
実現していない。だたし､Wbbゲートウェイからの接
続は砺眉である。
最後にシステムの不安定性を指摘しておく。フ・ロジ
エクトに鋤pしている各機関のZ39.50サーバやゲー
トウェイは開発途上にあるため、しばしば不安定な振
る舞いをする。国文学研究資料館の事例を挙げる。実
験中にfrewallに起因すると思われるセッションの
切断が生じた。セッションが切断する毎にWebクラ
イアントからの再接続を行ったため､Z39.50-HTIP
ゲートウエイとZ39.50サーバ間の同時接続数の上限
を越えてしまい、これが原因となって接続が不萌息と
なってしまった。また外部のZ39.50サーバが応答し
なくなった後､Z39.50横断ゲートウエイが帝燗を受け
付けなくなるような現象も見られた。このような問題
は、個々の事例を検証することにより、徐々に解消さ
れてゆくと考えている。
各磯関におけるAnyの扱いは同じではないため､検索
の正確さは期待できない。DCメタデータの生成は早
急に解決しなければならない重要な問題である。
DCメタデータを生成済みの国文学研究資料館にお
いても、各データベースのレコードとDCメタデータ
要素間のマッピングはadhocである｡系統だったマッ
ピングを行うためのガイドラインを作成中である。具
体的には、各データベースとDCメタデータの間に領
域特異メタデータを介在させることを考えている
側gure･4)。領域特異メタデータとは、IAD(G)[51や
EADE]のように､その領域で広く使われている、ある
いは使うことを想定して規定されたメタデータである。
特異領域メタデータとDCメタデータ間のマッピング
は領域の専門家が予め定義し例､各データベースの検
索項目と領域特異メタデータ間のマッピングは各機関
で行う。各機関におけるマッピングは専門領域の範囲
内で行われるので、各データベースとDCメタデータ
間のマッピングの揺れが小さくなるものと期待される。
3． 3その他の問題
国外データベースとしてECAIClearingHouSeを
対象とした接続実験を予定している。ECAIClealing
Houseのメタデータは、DCメタデータに緯度と経度
のGIS情報を激pしたものであり、DCメタデータヘ
の変換は容易である。問題はメタデータが英語で記述
されているため、検索語彙を英語に変換しなければな
らないことである。予備実験ということで、人手によ
る翻訳を行い、日英バイリンガルのメタデータを生成
している。将来的には日英電子辞書を利用した自動翻
訳などの手法を考慮する必要があろう。
研究資源共有化システムは領域を跨いだ検索を目指
しているが､ある領域では適切な検索語彙であっても、
同じ語彙が別の領域においても適切であるとは限らな
い。用語辞書あるいはシソーラスが必要である。
3． 2DCメタデータ生成の問題
う°ロジェクトは開始されたばかりであり、とにかく
システム同士を連携させることが実験の中心となって
いる。そのため、各データベースからのDCメタデー
タ生成については殆ど手つかずの状態である。
実際2．2に記載された各データベースの検索項目
からも明らかなように、国文研究資料館以外のデータ
ベースは、DCメタデータヘのマッピングが進んでい
ない。一方、国際日本文化研究センターなどのデータ
ベースではBib-1のAttlibute=1016(AI1y)を利用して
いるが、国文学研究資料館のDCメタデータベースで
は採用していなかった。そのため、DCメタデータの
要素を検索対象とした最初の実験では、国文学研究資
料館以外のデータベースのヒット件数は全て0件であ
った。
そこで、国文学研究資料館のDCメタデータに検索
項目Anyを勘pした｡ただし､暫定的な処置であるた
め､Anyの実体はDCメタデータ全要素へのマッピン
グとなっている。その結果、とりあえず研究資源共有
化システムによる統合検索が耐眉となった。ただし、
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